













































Former: International Cooperation Center for the Teacher Education and Training
Naruto University of Education
Abstract：In order to raise an attitude of knowledge and technology that can respond to 
internationalization actively. The opportunity of a curriculum which specified 
the process of a plan, contents, method, practice, and evaluation is important. 
Here, it stands on the viewpoint of “the international educational cooperation 
conference report 2006”. It shows the direction of the university role about the 
view and international cooperation of “human security” and “sustainable 
development” to which importance is attached in every direction now. 
Construction of an international education curriculum which tends to the 



























































































































































































































































































































た事業展開では，P − D − C − A サイクルの観点が重
要である．こうした観点からどの段階をどのように見
直すことが目的・目標の実現や接近につながるのかを
検討することである．
　またこれまでに報告してきたように個々の事業につ
いては，それぞれ活動のプログラムが準備されてきた．
それも継続的な事業では以前の実施を下敷きにしなが
ら改善が進められてきた．しかしそうした個々のプロ
グラム間の関係がどのように保たれているのか．個々
のプログラムを統合したときに何が実現できるのか，
何に近づけるのか．こうした観点からの検討を通して
個々のプログラムの統合体としての国際教育カリキュ
ラムの意義がより明確になると考えられる．この意味
からも前述センター事業実施報告書，センター事業評
価は国際教育カリキュラムの一部をなしていると考え
られるとともに，課題も見えてくるものがある．とこ
ろで前述の「報告２００６」の中では次の３つの内容に
よって整理されている．
⑴　基礎教育分野における質的向上・持続的発展の促
進
⑵　高等教育・職業教育分野における協力の拡充
⑶　我が国教育関係者の連携の促進等
　そしてこの３つの内容を構成する１２の項目を設定
している．この１２の項目の視点から，本学が展開し
てきた国際教育の取り組みを位置づけてみた．このこ
とからもこれまでの本学の取り組み，活動は多様な位
置づけが可能である．換言すれば，これらの観点をも
とに加除修正した目標・評価項目を策定することに
よって，本学の国際教育に関する計画，実践，評価，
すなわち国際教育カリキュラムを検討することが可能
であるということである．
　今後もこうした国際教育の目標，内容，計画，実施，評
価等々をトータルとしてとらえた国際教育カリキュラ
ムについて検討を加え，更なる提案，実施につないで
いきたいと考える．
　こうした観点からも，前述「報告２００６」は国際教
育の視野と大学としての展開の方向を検討する意味に
おいて重要である．大学の役割として教育，研究とと
もに社会貢献の重要さが確認されている今，同報告の
中の「国際社会における責務を果たし，開発途上国の
様々な課題をより効果的に解決するために大学をはじ
め我が国が有する「知」を活かした国際協力を推進す
る」こととともに，その経験と成果を地域の小学校，
中学校，高等学校他教育関係機関はじめ，地域との連
携の中で生かしていくことが重要である．このことは
大学の教育，研究に還元するとともに，その実践フィー
ルドの拡大に繋がる意味からも，その役割は大きいも
のがあるといえる．さらに地域，大学等での展開を通
して，国際教育のあり方を見直すとともに，新たな展
開の視野を得ることができるといえる．
　こうした立場から，個々のプログラムを統合する考
え方，内容の焦点化を図るとともに，個々のプログラ
ムの特性を明確にすることが必要である．そして国際
教育カリキュラムの構造と個々のプログラムとの関連
を明確にすることが必要である．
　このことによって国際教育の立場からの教員養成，
教員の力量向上への役割を果たすことはもとより，地
域の学校をはじめ広く地域社会への貢献が明確になる．
こうした積み上げによって大学，関係機関への国際教
育，国際教育協力への具体的な提案に繋がるといえる．
ここでは，その意味から国際教育カリキュラムについ
て検討し提案する１つの視野について述べた．
　今後本学の国際教育の計画，実践，評価に基づく検
討を通して，我が国の国際教育の進展に繋がる国際教
育カリキュラムの提案がなされることを期待している．
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①修学前教育の拡大・改善
②無償で良質な初等教育の完全普及（２０１５年まで）
③青年・成人の学習ニーズの充足
④成人識字率の５０％改善（２０１５年まで）
⑤初等・中等教育における男女間格差の是正（２００５
年まで）
　教育における男女平等の達成（２０１５年まで）
⑥教育のあらゆる面での質的向上
５）国連ミレニアム開発目標（MDGs）
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加盟国）．２０１５年までに達成すべき，８つのミレニ
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①極度の貧困と飢餓の撲滅
②普遍的な初等教育の達成
③ジェンダーの平等の推進と女性の地位向上
④幼児死亡率の引き下げ
⑤妊産婦の健康状態の改善
⑥ HIV ／エイズ，マラリア，その他の疾病の蔓延防
止
⑦環境の持続可能性の確保
⑧開発のためのグローバル・パートナーシップの構
築
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